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特集 「プラスチック類ゴミ分別が始まります」

日の出公園オートキャンプ場
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分別の対象となるものは、ビニール袋やトレイ類などのプラスチック類です。

ますり分別が始まク類のツ

一町

の
ゴ
ミ
分
別
は
、
①
燃
え
る
ゴ

i
t
ミ
の
一
般
ゴ
ミ
、
②
燃
や
せ
な

い
ゴ
ミ
の
不
燃
ゴ
ミ
、
③
資
源
ゴ
ミ

の
、
缶
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

④
そ
の
他
、
組
大
ゴ
ミ
、
乾
電
池
等

に
分
け
て
収
集
し
て
い
ま
す
が
、
日

月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
が

加
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
ゴ

ミ
は
、
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
の
不
燃
ゴ

ミ
(
黄
色
袋
)
と
し
て
収
集
し
、
最

終
処
分
場
に
埋
め
て
い
ま
し
た
が
、

最
終
処
分
場
の
延
命
、
焼
却
処
分
量

の
減
少
の
実
現
に
向
け
、
不
燃
ご
み

収
集
を
再
分
別
化
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
ゴ
ミ
分
別
収
集
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

ゴ
ミ
は
圧
縮
し
、
い
っ
た
ん
富
良
野

市
麓
郷
の
施
設
で
保
管
さ
れ
、
千
葉

県
の
製
鉄
所
の
コ
ー
ク
ス
炉
で
熱
分

解
処
理
し
、
油
と
コ
ー
ク
ス
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。

防

μ図
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が

i
也、

稼
動
し
て
か
ら
の
平
成
日
年
度

と
平
成
ロ
年
度
の
ゴ
ミ
処
理
量
と
処

理
方
法
を
示
し
て
い
ま
す
。

異
物
・
他
と
あ
る
の
は
、
分
別
の

間
違
い
や
キ
ャ

ッ
プ
が
つ
い
て
い
た

も
の
な
ど
で

r
m
Jに
も
な
り
ま
し

た
今
後
は
、
最
終
処
分
場
に
埋
め
広
、

て
て
い
た
不
燃
ゴ
ミ
の
ほ
と
ん
ど
が
1
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高 E可悼.白邑れ..-... 

スチ

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。O

一
月
か
ら
始
ま
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

1
1
4
』k

類
ゴ
ミ
分
別
の
住
民
説
明
会
を

8
月、

9
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

一
足
早
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

次
の
ペ

l
ジ
に
あ
る
ゴ
ミ
の
出
し

方
の
例
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
は
、
ゆ
す
ぐ
習

慣
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

プラ|K 
L 

プラスチック類
識別表示マーク

りまゴ重喜 、
不燃ゴミ(黄色)袋

区f

|プラスチック類付旨定)袋i
月 1回収集予定月2回収集予定

r、

科学繊維の衣類
金属類陶磁器

皮類・ゴム類

スプレー缶
ガラス

_ ~O..守山
噂昼を際護創
必ず穴を開ける

プラスチック容器

発砲スチロール
食品卜レー

ラップ類
卵パック
御菓子袋

越野

手えM参事司，tItよL

ゴミに関するお問い合せは、町民生活課環境整備係包@6985

国



アヲスチ汐ク類のゴミの出しお

プラスチック類で出来ている

「容器・フタ・スープのパック」

は、プラスチック類へ

ゆ 紙製のフタ(裏側が

銀色のものを含む)や

割り箸は、一般ゴミへ

画仕出し弁当を食、厄あ乙は・・・
まずは、食べ残しを生ゴミへ。
さらに、容器を軽くゆすいでから一-。

プラスチック類へ

タレのパック
プラスチック製フォーク

同子ユ-?'類の出し方l志・・・
h lしr

切って・・・ 洗ってー・ 指定袋へ・・・

フフス子汐ク類の対象と怒らない老の

徐容器に残飯や汁が付着しているもの
食べ残しゃ、タレなどが付着したままでの排出はご遠慮ください。

きれいにゆすいで資源化にご協力ください。

@袋!こ入りきらない大きなもの
袋に入りきらない大きなものは、粗大ゴミとなります。

@タイヤ 恒 hh 』 h
^^タイヤは内部に針金などが入っていますので、今までどおり収集できません。ミ想" ~J 
3将電気製品、おもちゃなど 『、d

外部がプラスチックでも、内部の電気部品は含まれません。

おその他、フ。ラスチック以外のもの
紙類、金属類、ガラス類など、プラスチック以外のものは混入しないようにご注意ください。

迷ったらすぐ電話を… 町民生活環境整備係包@6985

回



7月29日(日)は

舘岡圃参爵鴎欝員通管選撃の曝屡固です
投票時間は午前 7時から午後8時まで(郡部一部地域は午後 6時まで)

|投票できる人

。日本国民であること

く〉昭和 56年7月30日以前に生まれた人

。平成 13年4月 11日以前に転入届をした人

く〉次の欠格事項がない人

-成年後見人、受刑中及び仮出獄中の人、選

挙犯罪により刑の執行猶予中及び選挙権停

止中の人

投票所と入場券|

投票所入場券は、選挙人名簿に登録されてい

る人に、世帯毎に郵送します。

あなたの投票所は、投票所入場券に記載して

ありますのでご確認ください。平成13年7月11

日以後に転居届をされた人は、前住所地の投票

所で投票することになります。

投票に出かけるときは、投票所入場券をお持

ちください。

もし、届かない場合は、町選挙管理委員会へ

お問い合せください。

また、紛失しでも、投票所の受付で本人だと

確認できれば投票することができます。

| 代理投票瓦 点字 投票 | 
自分で投票用紙に記入できない人は、投票所

の受付に申し出れば、係員の代筆で投票するこ

とができます。

また、点字で投票される人は、投票所の受付

に申し出てください。

|不在者投票 1

投票当日、次の事由等で投票所に行けない人は、

不在者投票ができます。

。仕事や冠婚葬祭などの予定がある。

.レジャー、買い物などの私用で投票日に投票

区にいない0

.病気、ケガ、妊娠などの理由で歩行が困難で

ある。

.離島など、交通の不便なところに住んでいた

り、滞在している。

.引越しなどをして他の市町村に住んでいる。

不在者投票をする場合は、投票所入場券をお

持ちください。

都道府県選挙管理委員会が指定した「病院」や

「施設Jに入院・入所中の人は、その施設で不在

者投票をすることができます。

この制度による場合、時間的余裕がないので、

事前にその施設管理者等に確認されておいた方

が、良いでしょう。

期間 7月 12日(木)-2 8日(土)

時 間午前8時 30分~午後8時00分

場 所上富良野町役場 1階相談室

※土・日曜日も不在者投票ができます。

投票日当日の投票時間 | 
投票区 投 票 所 投票所開閉時刻 投票区 投票所 投票所開閉時刻

l 上富良野小学校 午前 7時~ 8 公民館日新分館 午前7時~
2 公民館東中分館 午後8時 9 公民館清富分館 午後6時

3 公民館草分分館 10 公民館富原分館

4 公民館江幌分館
午前 7時~

11 上富良野町公民館 午前 7時~

5 公民館江花分館 l2 社会教育総合センター 午後8時

6 公民館旭野分館
午後6時

13 上富良野西小学校

7 公民館里仁分館

国 減免初参事司rfitょι



• • りトーつ』ガ.開催されまし定

未来のまちづくりをみんなで語ろうと、

トーク」が開催されました。

の拠点づくりとして建設を計画している

センターをテーマに、

D名で意見交換を行いました。

合上、要約してご紹介します。

らの 4月号、 6月号をご覧ください。

幻
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
中
で
、

保
健
福
祉
施
設
の
建
設
は

重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

保
健
福
祉
施
設
建
設
に
は
、
約
日
億
円
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
今
の
皆
様
方
の

負
担
だ
け
で
は
な
く
、
後
世
の
方
た
ち
に

も
ご
負
担
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
巨
額

の
財
政
投
資
を
必
要
と
す
る
施
設
建
設
に

つ
い
て
は
、
賛
否
両
論
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
町
財
政
が
厳
し
い
中
で
「
お
金
は
ど

う
す
る
の
か
」
が
一
番
の
問
題
だ
と
考
え

ま
す
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
日
億

円
ぐ
ら
い
の
財
政
投
資
を
し
た
と
き
の
わ
が
町
の

中
・
長
期
財
政
計
画
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
動
い
て

い
く
の
か
を
検
証
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
財
政

改
革
を
進
め
な
が
ら
経
費
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

出

在宅サービス費支給限度額(月)

要支援 6 1，500円

要介護 1 165，800円

要介護2 194，800円

要介護 3 267，500円

要介護4 306，000円

要介護5 358，300円

平成12年度給付費 5，7 0 0万円

施設サービス費(月平均)

特養 331，000円

老健 353，000円

療養型 442，000円

平成12年度給付費 2億9，500万円

医療保険制度

老人医療費(入院から退院まで)
(国保セレプ卜より)

脳卒中脳外科手術・リハビリ約 600万円

脳卒中内科的治療 約 120万円

大腿骨の骨折 約 100万円

人工透析 年間約 600万円

1 4億円平成11年老人医療費

介護保険制度

(表 2)

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
加
速
す
る
高
齢
化
に
対
応
す

る
保
健
福
祉
施
設
の
建
設
は
、
幻
世
紀
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
中
で
重
要
な
施
設
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
の
保
健
福
祉
計
画
は
、
「
寝
た
き
り
老
人
ゼ
ロ
作
戦
実
践
中
」
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
寝
た
き
り
を
つ
く
ら
な
い
た
め
の
「
健
康
ゃ
つ
く
り
」
「
介
護
予
防
」
「
在

宅
支
援
」
「
総
合
相
談
窓
口
」
の
機
能
を
備
え
、
主
に
「
予
防
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
管
理
は
乳
幼
児
か
ら
」
「
在
宅
で
元
気
に
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
こ
と
」

に
重
点
を
置
き
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。

町
の
高
齢
化
率
は
、
あ
と
8
年
く
ら
い
で
お
%
を

超
え
、
同
年
先
の
平
成
幻
年
に
は
お
お
む
ね
3
割

位
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
(
表
1
参
照
)

万
歳
以
上
の
方
の
虚
弱
に
な
る
出
現
率
は
幻
%
、

日
歳
か
ら
花
歳
ま
で
の
方
は
6
%
の
出
現
率
。
し

た
が
っ
て
、
百
歳
ま
で
に
健
康
の
貯
金
を
し
な
が

ら
、
余
力
を
持
っ
て
い
ら
れ
る
か
が
、
寝
た
き
り

や
痴
ほ
う
に
な
ら
な
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
き
ま
す
。

上
富
良
野
町
で
か
か
っ
て
い
る
老
人
医
療
費
が
、

凶
億
4
千
万
円
(
平
成
日
年
度
)
。
そ
の
他
に
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
介
護
保
険
関
連
給
付
3

億
4
千
万
円
を
あ
わ
せ
る
と
、
老
人
関
係
に
か
か

る
医
療
・
介
護
給
付
費
は
約
四
億
円
が
毎
年
か
か

っ
て
い
ま
す
。
(
表
2
参
照
)

今
後
、
高
齢
化
が
進
展
す
る
に
伴
っ
て
、
医
療
費

・
介
護
費
用
な
ど
社
会
保
険
費
は
、
現
役
世
代
に

と
っ
て
も
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、

疾
病
を
予
防
し
、
ま
た
介
護
予
防
す
る
施
設
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
こ
の
施
設
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
全
町

(叫のサ一川付費

(表1)上富良野町の高齢化と虚弱・要介護者の現状及び今後の推移

区 分 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 

総人口 A(人) 14，870 14刈1 14，127 13，265 12，881 13，022 12，521 12，021 11，521 

65歳以上人口 B(人) 997 1，163 1，402 1，586 1，912 2，351 2，821 初日 3，376 

|両齢者比率C(B/A) 6.7% 8.1% 9.9% 12.0% 14.8% 18.1児 22.5% 25.4克 29.3% 

同IJ期高齢者計 D(人) 710 782 叩4 974 1，154 1，396 1，556 1，547 1，671 

|前期高齢者比率D/A 71.2% 67.2% 64.5% 61.4% 60.4% 59.4% 55.2% ぬ6% 49.5% 

後期晶齢者計 E(人) 287 381 498 612 758 955 1，264 1，511 1，706 

|後期高i齢者比率IE/A 2&8% 32.8% 35.5% 11 38.6% 39.6% 40.6% 44.8% 49:4% 1 回.5%I 
要介護・虚弱者数F(人) 440 561 652 731 

|坊介護保険対象者数(人) 289 367 398 439 

民
が
、
自
ら
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
を
行
え

る
よ
う
な
施
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

回



回

事・未来を語ろう『まちつく

資金が有るか無いかが
最大の問題と考える

お金が無ければ建てたくてもどうにもな

らない。乙の財政が厳しいとき、まちに

とって一番大事なものは何なのか、それ

を見極めているのか。

今の施設で十分使える。
施設が立派でも意識が低ければ
利用は増えないと思うのですが。

コレステロールを減らす会の一員です。

月 1回、公民館を利用して栄養教室や体

育館で歩くととで健康づくりをしていま

す。会員は100人以上いますが、参加し

ているのはごく一部で、健康に対する意

識が低いと感じています。だから、そん

なに借金を背負わなくても、設備は悪く

ても今の施設で十分です。どんなに立派

な施設ができても町民の意識が低いので

は利用者が増えないと思います。

多目的ホールは、
最大限利用を考えて
細かく仕切れるように

母親学級やサークルの機能を備えるなら、

スタッフルームが必要です。ホールを 3

つくらいに区切って使用するように、ま

た、ステージ部分も利用できるように、

ステージ収納ができるようにしたほうが

良いと思います。

文化施設部分の機能充実を

体育施設に比べ、文化施設の遅れを感じ

ています。公民館の改造、文化会館の建

設を望んでいましたが、この施設に多目

的ホールができるということで、その部

分を利用とのことでした。この施設では、

文化ホールとしての機能が少し足りない

と思います。ご検討をお願いします。

町民参加のまちづくりを進めるため、

今回はじめて「まちづくり

5月30日公民館大ホールで、保健と福祉

(仮称)保健福祉総合

町民49名と町長ほか、総勢7

その内容について、紙面の都

施設の概要については、広報かみふI

施設建設に賛成です。
大いに期待しています。

この施設に非常に関心がありましたので、

他市町の施設を視察してきましたが、本

当に作ってよかったという声を聴いてい /六

ます。何とか財政面をクリアし、一日も

早く高齢者が元気で、安心して暮らせる

施設を造っていただきたい。

気軽に利用できる、
利用者にやさしい施設に

社会教育総合センターの活用で十分では

ないかと思いますが、体育館に行くと年

寄りは、なんだかじゃまだというふうに

思われている気がします。意識があって

も、行くまでがおっくう、手続きが面倒、

顔を知っているのに名前を書けとか何と

か言われる。この施設は運用面について

もやさしい施設であって欲しい。

使いやすい施設を考えていただき
たい。この施設の形が四角ではな f、
いですが、何か理由があるのですか。 1

四角い土地に建てるのであれば、四角い

建物を建てればもっと使いやすくなるの

ではないですか。見たところ廊下も斜め、

部屋も斜め、使いにくそうですが。

身体障害者も対象の施設ならば、
リハビリ要素をもっと検討すべき

知的・精神障害者に対する考えの遅れを

感じる。高齢者と同様の対応をお願いし

たい。連絡をしたらすぐ対応してくれる

支援の仕組みを考えていただきたい。

この施設は健康な方を対象にした施設に

感じる。リハビリ要素はプール一つだと

思う、言語障害のリハビリなんかは、 2、

3人の部屋でやることしかできないのに、

この計画図にはそういった部屋が見当た

らない。そこまで考えて構成していただ

きたい。

手えい句句rfltよL
一」低範~鍾彊主止総会主之ター 1:-ついでのご童旦比
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先
月
号
か
ら
連
載
し
て
い
る
ウ
工

ル
ビ
ク
ス
。
「
早
く
具
体
的
巴
知
り

だ
か
っ
芝
・
:
」
と
い
う
方
も
い
ら
し

定
こ
と
と
思
い
ま
す
。

舎
月
は
、
具
体
的
内
容
巴
つ
い
て

健
康
セ
ミ
ナ
ー
で
ウ
工
ル
ビ
ク
ス
を

教
え
て
い
だ
だ
い
て
い
る
町
立
病
院

理
学
療
法
士
平
山
先
生
巴
伺
い
ま

し
定
。ゐ

コ
回
は
、
前
回
紹
介
し
左
様
々
な

ウ
工
ル
ビ
ク
ス
の
中
か
ら
、
雨
の
日

や
外
へ
出
る
の
が
お
っ
く
う
な
時
な

ど
、
「
我
、
ガ
家
」
で
で
き
る
チ
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
(
チ
ェ
ア
H
「
椅
予
」
)
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
体
に
あ
ま
り
負
担
を
か

け
な
い
の
で
、
ひ
ざ
や
腰
に
痛
み
が

あ
る
人
な
ど
ち
安
全
に
運
動
す
る
こ

と
が
で
き
、
お
す
す
め
で
す
。

「ウエルビクス 2J 

運動をはじめる|こ
あだつての注意

①自分の体力に合わ世て無理をしない。
叶②筋肉疲労、関節や筋肉の痛み、体調不

良などが出現しだらすぐに中止する。
③夏場や気温の高いところで行うとき

は、定期的に水分補給をする。

はじめる前|こ軽<ストレッチ

↓ 
1足踏み工?ロピクス
O体全体の筋肉や関節を温め、

芳1 血液の流れを良くする

< 1分間

背筋を伸ばし胸を、

張る。腰痛のある
人は背ちたれに背
中をつけてち良い
です。

品
当'2チューブを使って筋力づくり

。腕の筋肉を鍛える

お)1)左右に聞く

ジ町 2)上下に聞く ( 

3)前後に聞く (JjY 

く開い疋時ゆっくど空三~
各々 3回行う ¥闘し尼崎思をとめなしで J

O脚の筋肉を鍛える

1)左右に聞く

2)片足づっ蹴り上げる

J J 
3)片足づっ前と後に聞く

く聞い定時(上げE時)ゆっくり 3つ数える
各々 3回行う

調。百十
4手足を使ってエアロビ、クス

O心臓と肺を強くしよう

両手を広げ疋時に、

片足を受互によげる

<1~2分間
B宇

余裕のある人は・・・
1個500gくらいのちのを
揚って、少し負荷をかけ
てみましょう。

これは無理
しないで

3チューブを使ってストレツチ
O肩甲骨、お腹、背中のストレツチ

《可 1) 1-本の後ろで両手をチューブに

f三k 入れ、肩甲骨をよせながら、

「司野 手在左右に開<羽2)…手ヴユ ーブ狂
石に開きなか5、前万に両手

ど注~¥Il11 肩甲骨)を伸ばす

Yur v-./ 3)チューブを入れたままパンザ

たH イして、チューブが頭の後ろ

と問n にくるように腕を曲げる

<各々 3回行う

チューブは…

女チューブは、
スポーツ用
晶屈で買う
ことができ
ます。

女チューブは、
肩幅くらい
で端を結ん
で使って下
さい。

ウ
エ
ル
ピ
ク
ス
は
、

3
つ
の
運
動

(
ス
ト
レ
ッ
チ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

筋
力
づ
く
り
)
を
す
べ
て
行
う
と
い

う
決
ま
り
ご
と
は
特
に
な
<
、
「
ス

ト
レ
ッ
チ
+
筋
力
づ
く
り
」
と
い
う

よ
う
に
い
ろ
い
ろ
組
み
合
わ
せ
走
り
、

そ
の
日
の
体
調
に
合
わ
せ
て
1
つ
の

運
動
の
み
で
ち
か
ま
い
ま
せ
ん
。

は
じ
め
て
こ
の
運
動
を
す
る
方
や

普
段
あ
ま
り
体
を
動
か
し
て
い
な
い

方
は
1
ク
ー
ル
だ
け
行
い
、
次
の
巴

に
筋
肉
痛
や
疲
労
感
な
ど
出
て
い
な

い
か
確
認
し
な
が
ら
、
回
数
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
体
力
が
基
準
と
な
り
ま
す

の
で
、
決
し
て
無
理
は
し
な
い
よ
う

「
自
分
の
体
の
健
康
を
保
つ
た
め

に
、
さ
ら
に
毎
日
が
健
康
的
に
過
ご

せ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す

る
た
め
に
、
根
気
強
<
続
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。
」
と
平
山
理
学
療
法
士
。

年
を
と
っ
て
ち
自
立
し
疋
生
活
が

維
持
で
き
る
よ
う
に
「
脂
肪
を
減
5

し
、
筋
力
の
強
化
と
筋
肉
の
柔
軟
性

在
高
め
る
運
動
川
ウ
エ
ル
ピ
ク
ス
」

で
体
力
づ
く
り
を
、
み
ん
な
で
は
じ

め
ま
せ
ん
か
?

健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
問
合
せ
・
申
込
み

は
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

宮

@
5
5
1
1

国



\心\iよ〆~~
わ 、，町1沼81川‘ F

が家u)iフイド/ι
西f
世世
苅り
奈な
ち
ゃ
ん

繍韓鞠機墜劉 ;ー CA叫 11か月)

慎一郎さん・淳さんの子(新町 1丁目)

姉妹で保育園に通っています。最近は

外で3輪車やポール遊びが大好き。くだ

ちのは二人とt良く食べます。お友達が

いっぱいの明るい子に育ってほしいです。

孝雄さん・真奈美さんの予(本町5丁目)

変島キャラクターが大好きで、

いっち部屋中におちちゃを広げて

遊んでいます。最近は外で草むし

りの手伝い !?t…。健康で男5し

い手に育ってほしいです。

母子関係

受付 時間個別案内

会 場社会教育総合センター

砂4か月児健康診査

7月24日(火〉 平成13年 3月生まれの予

8月21日(火) 平成13年 4月生まれの手

砂7か月児乳児相談

7月24日(火) 平成12年12月生まれの子

8月21日(火) 平成13年 1月生まれの予

砂10か月児乳児相談

7月24日(火) 平成12年 9月生まれのそ子

8月21日(火) 平成12年10月生まれの予

砂1歳 6か月児健康診査

7月24日(火) 平成12年 1月生まれの予

8月21日(火) 平成12年 2月生まれの手

砂3歳児健康診査

8月22日(水) 平成 10年6月~7月生まれの予

砂すくすく教室(育児離乳食教室)

会 場草分防災センター

日程 7月26日(木)

成人一般関係

砂減塩クッキング教室

塩分を控え定食事作りを実習します。

日時 7月 17日(火)、 8月28日(火)

10: OO~ 13:00 

会 場公民館

老人保健関係

砂リハビリ教室

主に脳卒中後遺症の万を対象に事'~，
{体本操など体を動かしたり学習などで

再発予防を行つています。 弘 吋 ι、、
日 時 7月1吃2日(木)λ、26白加伝ぬみ、

8月 9日(木〉 句、

山2
田だ

け
ん
た

健
太
く
ん
繍

9 :30~11 :30 
ム
宮 場社会教育総合センタ哨

か

な

ち

り

み

<

金
森
未
来
ち
ゃ
ん
繍

英己さん・ひとみさんの子(宮町2丁目)

最近人見知りをするようになっ

た来来。人のまねや“いないいな

いぱあ"を自分でやって遊んでい

ます。素直で思いやりのある予に

育ってほしいです。

がん検診関係

砂乳がん検診

日 平呈 8月20日(月)

受付時間 9 : 15~ 9 :30、1O : 00~10: 15、

12:45~ 13: 00、13:15~ 13: 30 

対 象 30歳以上

検診料視触診のみ 1，000円

マンモグラフィ併用 2，000円

会 場公民館

※70歳以上(昭和 7年4月 1日以前生まれ)の方は、

無料です。

お知らせ

成人の健康づくり教室

与青の主主 生活習慣病、筋肉・骨・関節疾患の予

防・改善のだめの学習を行いながら、

食生活・運動を実践しています。

参加申込みはいつでt受け付けていま 〆六
す。

お電話お待ちしています。

宅
。
混
ぜ
希
薄

ゑ .. v 

.~-i 

/' ，場
守番・

;t 

、
';'l， 

白.s・νJ戸名・-

aずザザ

軍4・r

~~~\~';~腎J
[infOlTT1a恥n:情報]

申込み・問合せ 保健福祉課程@6987 

固 t香訟の奪号令・バL



夏
霊
山
の
幕
開
け

6
月
打
日
、
十
勝
岳
山
開
き
が
開

催
さ
れ
、
山
人
が
上
富
良
野
岳
、
三

段
山
、
富
良
野
岳
、
安
政
火
口
の
4

つ
の
コ

l
ス
に
分
か
れ
、
夏
登
山
を

楽
し
み
ま
し
た
。

朝、

5
時
初
分
に
上
富
良
野
神
社

を
出
発
し
た
上
富
良
野
走
ろ
う
会
の

メ
ン
バ
ー
は
お
誠
い
を
受
け
た

N

納

め
物
H

の
鈴
を
持
ち
、
十
勝
岳
駐
車

場
目
指
し
て
ロ
区
間
を
8
人
で
リ
レ

ー
マ
ラ
ソ
ン
し
、

7
時
初
分
に
安
全

祈
願
祭
の
祭
壇
に

H

納
め
物
H

を
奉

か
会
L
ず
の
目

納
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
登
山
者
ら
が
十
勝
岳
の

安
全
を
願
っ
て
安
全
祈
願
祭
に
参
加

し、

8
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
頂
を
目

指
し
、
快
晴
の
空
と
雄
大
な
山
の
頂

を
眺
め
な
が
ら
山
登
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。十

勝
岳
山
頂
で
は
、
美
瑛
町
望
岳

台
か
ら
登
っ
て
来
た
登
山
者
と
山
開

き
恒
例
の
ピ
ッ
ケ
ル
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア

交
換
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
十
勝
岳
温
泉
が
無

6
月
お
日
の
「
無
事
故

の
日
」
に
、
町
交
通
安
全

協
会
女
性
部
が
町
内
大
型

ス
ー
パ
ー
3
か
所
で
啓
蒙

チ
ラ
シ
と
啓
蒙
テ
ィ
ッ
シ

ュ
を
買
い
物
客
等
に
配
り

ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
北
海

道
交
通
安
全
母
の
会
が
全

道
で
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
で
、
富
良
野
沿
線
で
は

女
性
部
の
あ
る
上
富
良
野

町
と
占
冠
村
で
街
頭
啓
発

/一¥

料
な
こ
と
も
あ
り
、
各
温
泉
宿
で
は

入
浴
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
で
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日

が
5
7
7
日
と
な
り
、
更
な
る
交
通

安
全
の
た
め
、
「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で

安
全
運
転
と
シ
l
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ヤ

イ
ル
ド
シ

l
ト
の
着
用
を
」
と
買
い

物
客
や
ス
ー
パ
ー
前
を
通
り
か
か
っ

た
高
校
生
に
も
「
交
通
ル
l
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
」
と
啓
発
し
て
い
ま
し

た

あるき

門

U
門
U

門
U

円

unu 

門
U

き
れ
い
な
町

不
法
投
棄
の
通
報
体
制

町
は
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
の
未

然
防
止
と
早
期
発
見
の
た
め
、
監
視

体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

日
頃
、
郵
便
配
達
を
し
、
町
内
く

ま
な
く
回
っ
て
い
る
郵
便
局
外
務
員

に
不
法
投
棄
の
情
報
提
供
を
お
願
い

す
る
「
廃
棄
物
不
法
投
棄
通
報
体
制

覚
書
」
を
6
月
日
日
、
尾
岸
町
長
と

新
国
上
富
良
野
郵
便
局
長
と
の
間
で

調
印
さ
れ
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は

決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
町
民
の
方
も
発
見
し
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場
に
通
報
さ
れ

る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

/一¥

道
々
ク
リ
ー
ン
運
動

6
月
日
日
は
「
全
国
商
工
会
の
日
」

で
す
。そ

の
日
に
併
せ
、

6
月
8
日
に
道

道
吹
上
上
富
良
野
線
で
ク
リ
ー
ン
運

動
が
、
町
商
工
会
と
町
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
共
催
、
上
富
良
野
町
、
旭

川
土
木
現
業
所
の
後
援
で
行
わ
れ
ま

し
た
。商

工
会
・
女
性
部
・
青
年
部
・
職

員
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど

印
名
が
参
加
し
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
、
観
光
客
を
気
持
ち
よ
く

迎
え
る
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
は
草
分
防
災
セ
ン
タ

ー
か
ら
市
街
地
ま
で
、
約
2
キ
ロ
の

道
路
沿
い
の
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸

殻
な
ど
ゴ
ミ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
拾
い

集
め
ま
し
た
。

回
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介
護
者
の
身
に
な
っ
て

日カ￥
まら 6
で 6 月
の 月 1
9 29日

日
間
の
日
程

で
、
上
富
良

野
町
ホ
l
ム

ヘ
ル
パ

1
3

級
養
成
研
修

が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
養
成

研
修
は
、
福
祉
制
度
と
サ
ー
ビ
ス
、

医
療
の
基
礎
的
な
知
識
な
ど
を
学
習

し
、
日
常
的
な
生
活
援
助
の
方
法
な

ど
の
実
技
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

現
場
へ
の
見
学
会
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

受
講
生
は
印
代
が
3
名
、
印
代
が

7
名、

ω代
が
4
名
、
初
代
が
5
名、

初
代
が
3
名
、
叩
代
が
1
名
の
計
お

名
の
う
ち
男
性
が
6
名
と
、
男
女
を

問
わ
ず
広
い
年
齢
層
に
介
護
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
と
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
初
代
男
性
は
、
「
こ
の
後
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ

1
2
級
を
目
指
し
、
介
護

現
場
で
働
き
た
い
」
と
、
印
代
女
性

は
、
「
い
つ
か
介
護
に
直
面
す
る
と
き

の
た
め
に
、
少
し
で
も
相
手
の
身
に

な
っ
て
介
護
が
で
き
る
よ
う
に
」
と
、

皆
さ
ん
の
き
っ
か
け
は
様
々
で
す
。

6
月
日
日
は
、
老
人
身
障
者
セ
ン

タ
ー
で
、
ベ
ッ
ド
の
シ

I
ツ
交
換
と
、

A
D
L
(
日
常
生
活
動
作
)
の
援
助

の
実
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
佐
藤
介
護

福
祉
士
は
、
「
大
切
な
こ
と
は
、
介
護

者
の
身
に
な
っ
て
考
え
行
動
す
る
こ

と
で
す
。
必
ず
声
を
か
け
て
か
ら
動

作
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
」
の
説
明
に
受

講
生
は
「
な
る
ほ
ど
・
:
」
と
、
う
な

ず
き
な
が
ら
照
れ
る
こ
と
な
く
声
か

け
も
一
生
懸
命
実
習
し
て
い
ま
し
た
。

~~雪〉
見て

円
U

門
U

円
U

円
以

門
〕

門
U

6
月
初
日
、
上
富
良
野
中
学
校
生

徒
会
主
催
の
交
通
安
全
集
会
が
上
中

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
自
転
車
の
利
用
に
つ
い
て
、

日
噴
か
ら
生
徒
会
生
活
常
任
委
員
会

で
自
転
車
点
検
を
行
い
、
ク
ラ
ス
ご

と
に
集
計
結
果
を
示
す
こ
と
で
各
ク

ラ
ス
で
の
自
転
車
整
備
、
利
用
方
法

の
改
善
を
進
め
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

責
任
を
も
っ
た
行
動
に
心
が
け
、
自

主
選
択
性
を
こ
れ
か
ら
も
学
校
に
認

め
て
も
ら
う
と
い
っ
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
自
転
車
運
転
の
交
通
ル
ー

ル
を
ビ
デ
オ
で
学
習
し
、
上
富
良
野

交
番
の
細
川
所
長
の
講
話
で
交
通
ル

ー
ル
違
反
の
恐
ろ
し
さ
を
聞
い
た
後
、

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
完
全
実
施
宣

言
を
行
い
、
教
職
員
や
参
加
し
た
P

T
A
役
員
に
こ
れ
か
ら
も
交
通
安
全

に
心
が
け
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

心
が
け
ま
す
変
通
安
全

明
る
い
祉
会
に

「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
啓
発
音
楽
パ
レ
ー
ド
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
力
を
あ
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
乙
う

と
す
る
も
の
で
、
毎
年
7
月
を
強
化

月
間
と
し
て
取
り
組
み
を
全
国
で
進

め
て
い
ま
す
。

7
月
1
日、

啓
発
音
楽
パ
レ
ー
ド
に
は
、

小
学
校
、
上
富
良
野
中
学
校
、

自町
衛内

隊
駐
屯
地
、
高
田
幼
稚
園
の
音
楽
隊

や
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
、
保
護
司
、
更
生
保
護
婦
人
会
、

人
権
擁
護
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委

員
な
ど
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、

大
町
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
場
か
ら
高

田
幼
稚
園
ま
で
、
旧
国
道
を
パ

レ
ー
ド
し
、
沿
道
で
見
て
い
た

幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
な
ど
に
啓
蒙
う

ち
わ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、

町
民
に
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
理
解
と
活
動
の
参
加

を
求
め
て
い
ま
し
た
。

回 三五21a勾 trfltょι
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7月

11日・臨時消防議会

12日・第19回参議院議員通!常

選挙公示目

1 1 4~1'5，18 ・固体ソフトMj\-JIIY

競技北海道予選会

1'7日・女性学級学習日

18日・水泳技能認定会

19日・町議会保健福祉施設調

査特別委員会(予定)

20日・水中ゲーム大会

24日・水申ヲォーキング教室

25日・<8&<3インターネット

水泳語録会

26日・映画鑑賞会

26~28日1.亨どち会中級ソー

ダー研修会

27日・いしずえ大学学習日

.農業委員会総会

29日・第19回参議院議員通常

選挙投票日

31日・臨時町議会(予定)

お
忘
れ
な
く

免
許
更
新
時
講
習

優
良
講
習
(
犯
分
)

V
7
月
日
日
(
月
)
日
時
1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
7
月
日
日
(
木
)
日
時
1

消
防
2
階
大
会
議
室

V
7
月
お
日
(
水
)
日
時
1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
8
月
6
日
(
月
)
日
時
1

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

V
8
月
日
日
(
月
)
同
時
1

中
富
良
野
町
公
民
館

V
8
月
比
日
(
火
)
日
時
i

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

一
般
講
習

(
2
時
間
)

V
7
月
お
日
(
水
)
凶
時
i

V
8
月
6
日
(
月
)
凶
時
1

い
ず
れ
も
、
富
良
野
地
域
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー

※
ど
ち
ら
の
講
習
も
受
け
る
前
に
、

警
察
署
で
免
許
更
新
手
続
き
を
行
つ

て
く
だ
さ
い
。
行
っ
て
い
な
い
場
合

に
は
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

(
富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会
)

映
画
を
楽
し
も
う

映
画
鑑
賞
会

V
7
月
の
映
画
「
伊
豆
の
踊
子
」

吉
永
小
百
合
出
演

日
時

7
月
初
日
(
木
)
日
時
1

場
所
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室

鑑
賞
料
無
料

問
合
せ
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

宮

@
5
5
1
1

郷
土
館
ご
案
内

記
念
切
手
展
示
会

郷
土
館
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
の

7
月
初
日
(
木
)
1
8
月
初
日
(
日
)
、

「
記
念
切
手
展
示
会
」
を
開
催
し
ま

/ヘ

す。
切
手
の
種
類
は
、
記
念
切
手
と
普

通
切
手
で
、
い
ず
れ
も
昭
和
お
年
i

平
成
3
年
ま
で
の
大
変
め
ず
ら
し
い

も
の
を
数
百
種
類
集
め
ま
し
た
。

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
小

・

中
学
生
、
ま
た
ご
家
族
で
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

公
民
館

宮

@
3
1
5
8

町
制
施
行
田
年
記
念

水
中
ゲ
ー
ム
大
会

7
月
初
日
(
金
)
海
の
日

9
時
1

日
時

受
付

場
所

対
象
・
定
員

幼
児
、
小
学
生
1
年
生
・
特
に
な
し

小
学
2
年
S
6
年
生
・

m名

参
加
料
無
料

申
込
み

7
月
凶
日
(
月
)
ま
で
に
、

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
I
ル 8.月

4日|・第;，1t)固「ト1勝岳火まブり

7日|・vj(申lウォーキング教室1

8日・B&Gインターネット

水泳記録会

9日・町民世代間受流ゲート

ポール大会

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

宮

@
5
5
1
1

土
・
日
曜
も
利
用
で
き
ま
す

農
産
物
加
工
実
習
施
設

地
場
農
畜
産
物
を
使
っ
た
手
作
り

料
理
を
楽
し
み
、
た
く
さ
ん
の
方
々

と
交
流
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
冬
期

間
(
ロ
月
か
ら
3
月
)
に
限
り
土
・
日

曜
も
開
館
し
て
い
た
農
産
物
加
工
実

習
施
設
が
8
月
よ
り
通
年
利
用
(
祝

・
祭
日
は
除
く
)
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

仕
事
等
で
土
・
日
曜
し
か
利
用
で

き
な
い
町
民
の
方
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

業
振
興
係

農
業
振
興
課
農

宮

@
6
9
8
4

〆ー¥

「訪問販売法」の中途解約について

⑤役務:家庭用融雪設備・太陽光発電装
置の取付け文は設置、太陽光発
電装置・太陽熱利用冷温熱装置
の修理、靴の修理、家庭用エア
コンディショナーの清掃、布団
の清掃、畳の表替え、映画鑑賞

次のサービス取引も法に規定するクー
リング・オフ、中途解約の対象となります。
①学習塾語学教室
②エステティックサロン
③家庭教師派遣
④商品:融雪槽、ロード・ヒーティング

装置などの家庭用品融雪設備、
太陽光発電装置、防湿剤、防カ
ビ剤

上富良野町消費者協会
(事務局:町民生活課町民生活係)

固



公民館図書室

新刊図書案内
参
加
者
募
集

水
中
ウ
ォ

l
キ
ン
グ

7
月
M
日
(
火
)
、

8
月
7
日

(
火
)
、
幻
日
(
火
)
、

9
月
4
日
(
火
)

い
ず
れ
も
、
日
時
1

場
所
集
合
・
講
義

日
時

社
会
教
育
総

合
セ
ン
タ
ー

実
技

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ

ー
プ

1
ル

講
師
町
立
病
院
平
山
技
師
、

町
立
病
院
菅
原
技
師

対
象
お
お
む
ね
印
歳
以
上
の
方

定
員
初
名
(
原
則
、

1
人
l
回
の

受
講
と
な
り
ま
す
。
)

参
加
料
問
円
(
保
険
料
ほ
か
)

申
込
期
間

7
月
日
日
(
月
)
か
ら
、

ご
希
望
の
日
を
選
ん
で
参
加
料
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

/ー¥

申
込
み
・
問
合
せ
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー

E
@

5
5
1
1

応
募
し
よ
う

北
海
道
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞

作
品
内
容

北
海
道
の
も
の
で
、
景
観
、
文
化

活
動
、
伝
承
芸
能
、
有
名
・
無
名
の

人
物
な
ど
自
由
な
発
想
で

H

ふ
る
さ

と
H

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
。

応
募
作
品

V
H
S
テ
l
プ
に
収
録
し
た
正
味

1
分
の
完
成
作
品
で
、
未
発
表
作
品
。

応
募
資
格

北
海
道
内
に
住
ん
で
い
る
方
で
、

ビ
デ
オ
・
映
像
製
作
を
本
業
と
し
て

い
る
方
(
団
体
)
以
外
の
団
体
・
個
人
。

応
募
受
付

9
月
1
日
(
土
)
i
U
月
幻
日
(
土
)

(東野
御宿かわせみ

(平岩弓枝)
眠れない町 (赤川| 次郎)
秘宝耳 (ナンシ一関)
燃える秘室 (斉藤 栄)
僕は、これほどまで、生きたかっ走。

(萩原正人)
(西村京太郎)
(浅田次郎)
(渡辺 淳 一)
(倉阪鬼一郎)

竹久夢二殺人の記
歩兵の本領
j目壷
サイト
十二番目の天使

(オゲ・マンデイーノ)
すべて辛抱(上.T) 半村 良)
ミステリアスな結婚(久米宏・麗予)

ちびまる手ちゃん①~⑤
(さくらちちこ)

はずかしいなぼく
(K・ブライアント・モ-)レ)

圭吾)

一般書

片思い
佐闘の牡丹

児童書

特製

問
合
せ
企
画
調
整
課
振
興
係

宮

@
6
9
8
0

ま
た
は

北
海
道
ふ
る
さ
と

C
M
大
賞
推
進

委
員
会
事
務
局

E
o
l
-
-
2
5
1
1
3
1
2
1
 

実
施
し
て
い
ま
す

普
通
救
命
講
習

上
川
南
部
消
防
事
務
組
合
で
は
応

急
手
当
を
覚
え
た
い
方
を
対
象
に
随

時
、
「
普
通
救
命
講
習
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

少
人
数
で
も
休
日
で
も
実
施
し
ま

す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
習
場
所
が
な
い
方
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
消
防
北
署
救
急

係

官

@
2
1
1
9

銀のキヌ
(アネット・力一ティス・クラウス)

ピーナツちゃんとドーナツちゃん
(つつみあれい)

はなちゃん おめでと (のぷみ)
ピーコの祈り (潰井干恵)
わがままウッキ

(クラウディア・ピーソンヌキー)
ねぎぼうずのあさたろう その3

(飯野和好)
オラウーちゃんとまほうのやかた

(工藤ノリコ)
風のゅうびんやさん (竹下文子)
こわれたガラス箱 (小林時予)
やさしいあくま (なかむらみつる)

こんな誤解をしていませんか第19固

十勝碕おまつb
第宏司@)i 丹、ぬ il~ c:;ろ1¥(町l

ラベミ，ダー審つけ 誤

正

国民年金の額は少なすぎる。個人年金の方が
トクだ。

個人年金や貯蓄だけで将来設計するのは、危
険です。

国が運営する公的年金と、保険会社等の営利事業である
個人年金は、性質も役割も違います。公的年金は老後生活
の基礎レベルを確保するためのもので、経済変動にも対応
できるしくみになっています。一方、個人年金は、個々の
ライフプランに応じた選択が可能ですが、経済変動に対す
るリスクも大きくなります。公的年金を土台に、さまざまな
ものを組み合わせて将来設計をするのが望ましいでしょう。

町民生活課住民年金係官@6985

誤

正

I司且叫向 島4
』置_-:v-:o晶 画 官

国民年金や厚生年金はいずれパンクする。

国が責任を持って運営している制度。破綻す
ることはありません。

国民年金や厚生年金などの公的年金は受給者数約3，000
万人、被保険者(加入者)約7，000万人という大きな保険集
団です。国が長期的な見通しのもとに、必要な制度の改正
を行いながら運営しているので破綻することはありません。

8月4日(土)、「第四国

十勝岳火まつり」が島

津球場にて 15時から開

催され表す。

181時50分に役場前を

スター卜するねぷたパ

レードぽ駅前通りを経

由|して|自国道を練り歩

き、 20時10分島津球場

の会場内を周囲します。

壮大なねぷたと威勢

の良い掛け声、フィナ

ーレの打ち上げ花火を

お楽しみください。

雨天時 1，~5 日(日)に順
延!です。

7月21閏(主)・ 22日(目)

に、日lの出公園にて「第23

聞かみふら 1のラベンダーま

ヲ."4が開催されます。
211日(土川i$時かlら，，';1マ

チ.~アバン Jド、 dk き之 !いソー
ラシ、北海盆;踊切!など催されl、

2.2.日(:目}iは安政求鶴、清擁

獅子舞やモデル撮影会、1 ラ

ベンダー結婚式、パープル

ポップステージなど盛りだ

くさんの催しがあります。

パープルポγブステージ

ではぬ損歌歌手のf香圃普』

と:r麻乃ゆ旬 ，~J が熱唱し
ます。

問合せ
十勝岳火まつり

運嘗委員会
かみふ!らのき歩ベンダー

まつり通瞥委員会

手21a参考句r411ιよL園



お
知
ら
世

ft@4097 

コルクボード作り
日時 7月28日(土)10時~

対象小学生・30名

参加料 300円(申込みの時に

持ってきてね。)
申込み 7月16日(月)，，-，定員にな

り次第締め切ります。

ヨミ!弓奮館7tiO¥L)気
を
つ
け
よ
う

海
水
浴
に
伴
う
事
故
防
止

夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
海

で
遊
泳
を
楽
し
む
と
き
は
、
海
水
浴

場
に
あ
る
「
海
水
浴
場
利
用
者
の
心

得
」
を
守
る
と
と
も
に
、
ゴ
ミ
の
持

ち
帰
り
ゃ
、
往
復
の
交
通
事
故
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
総
務
課
庶
務
係

官

@
6
4
0
0

採
用
資
格
試
験

上
川
支
庁
管
内
町
村
職
員

上 す職
専富。員平
門良 採成
(野用 14
建町 資年
築採 格度
)用試上
職予 験川
員定 が支

実庁
施管
さ 内
れ町
ま村

名

夏休み遊ぼうランド

日時 7月30日(月)"-'8月2日(木)

13時30分~

対象小学生・全員

内容 シャボン玉・スライム作
り等、楽しい遊びの4日間。

宮⑮6346(!!H号室館7tiO¥L)

試
験
日

9
月
日
日
(
日
)

受
付
期
間

7
月
日
日
(
月
)
か
ら
8

月
日
日
(
金
)
ま
で
、
総
務
課
職
員

係
に
備
付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
す

る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
7
月
日
日

(
月
)
以
降
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
総
務
課
職
員
係

宮

@
6
4
0
0

雲|12
7?非|ぞ
谷難|す
)図|す

マ

フ

町
で
は
、
緊
急
避
難
図
(
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
)
を
以
前
よ
り
各
家
庭
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

汚
損
等
に
よ
り
、
新
し
い
も
の
が

必
要
な
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
総
務
課
防
災
係

宮

@
6
4
0
0

/ヘ

お化け屋敷

日時 7月24日(火)"-'8月25日(土)

10時30分、 13時30分、

15時30分

対象来館者全員(幼児は保護

者同伴で来てください)

七夕まつり

日時 8月7日(火) 13時30分 ~

対象来館者全員

すい力¥割りちあるよ。

第
1
期
納
期

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

公
共
下
水
道
事
業
の
第
1
期
受
益

者
負
担
金
の
納
付
期
限
は

7
月
白
日

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
付
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係

宮

@
6
9
8
2

お忘れなく!

介護保険料の納期

介護保険料の第1期納期限は7月
31日です。
忘れずに納期限内に納めましょう。

納入には便利な口座振替が利用

できます。

問合せ 保健福祉課介護保険係

包@6987

十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報

(
2
0
0
1
年
5
月
)

『
火
山
概
況
』

5
月
の
火
山
性
地
震
の
回
数
は
印
回

(
H
点
)
で
、
活
動
に
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
日
別
で
は
お
日
に
H
地
点
で
市
回
、

A
点
で
9
回
を
観
測
し
た
だ
け
で
す
。

火
山
性
微
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

遠
望
観
測
で
は
、
位
|

2
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
の
最
高
は
4
0
0
m
で
、
噴
煙
の

量
に
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
有
色
噴
煙
や
火
口
が
明
る
く
見
え
る

現
象
は
観
測
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
火
口
で
も
噴
煙
活
動
に
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

旭
川
地
方
気
象
台
技
術
課

問
合
せ

8
0
1
6
6
1
2
2
1
6
9
3
7
 

防災-'(7メモ⑫

1958(昭和33)年阿蘇山

噴石。死者12人。
1962(昭和37)年十勝岳

行方不明者 1人、死者4人。

1974(昭和49)年桜島

土石流。死者8人。

1974(昭和49)年 新 潟 焼 山

噴石。死者3入。
11977(昭和'52)年有珠山

降l灰、泥流、地盤変動。有珠新山生成。

死者 3人。

19i9(昭和54)年 阿 蘇 山

噴石。負傷者11人、死者3人。

1983(昭和58)年三宅島

溶岩流出。阿古地区家屋焼失、埋没

394棟。

1986(昭和61)年 伊 豆 大 島

溶岩流出。全島民等約1万人が島外避難。

1991(平成 3)年~ 雲仙・普賢岳

火砕流。死者44人。

2000(平成12)年有珠山

噴火前1の緊急火山情報発表。死傷者O
人。

I逝年l乙おりる日|取の主な火山災害I

1888(明治21)年磐梯山

山体崩壊、火山泥流。死者461人。

1900(明治33)年安達太良山

火口の硫黄鉱山施設、山林耕地施設に

被害。死者72人。
1902(明治35)年伊豆鳥島

中央火口丘爆発。死者125人。(全島民)
日19.14{大正 3)年桜島

溶岩流出1、村落埋没、焼失。死者58

人。

1'926(大正15)年十勝 岳

火山泥流。死者行芳不明者144人。

1929(昭和 4)年北海道駒ヶ岳

火砕流、泥流、降灰。死者4人。

1940(昭和15)年 三宅島

火山弾、溶岩流出。死者11人。
1946(昭和21)年桜島

降灰、溶岩流。死者 1人。

1947(昭和22)年浅閉山

噴石。死者日1人。

1952C昭和27)年 ベヨネーズ列岩

海底噴火。観測船第s海洋丸遭難。死

者31人。

図
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平
成
比
年
4
月
1
日
採
用
予
定
の

上
富
良
野
町
職
員
(
看
護
婦
)
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員

看
護
婦

2
名

受
験
資
格

昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
看
護
婦
の
免
許
を

お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
平
成
凶
年

3
月
資
格
取
得
見
込
み
の
方

居
住
用
件
採
用
後
、
町
内
に
居
住

可
能
な
方
。

欠
格
事
項

(
1
)
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

(
2
)
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
の
方
、

ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

(3)
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い

へ

て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、

当
該
処
分
の
日
か
ら
2
年
を
経

過
し
な
い
方

試
験
内
容
個
別
面
接
の
口
述
試
験

応
募
方
法
及
び
期
間
役
場
総
務
課

職
員
係
に
備
付
け
の
申
し
込
み
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
す
る
。

7
月
刊
日
(
月
)
8
8
月
刊
日
(
金
)

8
時
叩
分
1
口
時
(
土
・
日
曜
、

祭
日
を
除
く
)

問
合
せ
総
務
課
職
員
係

官

@
6
4
0
0

詠
進
し
よ
う

平
成
同
年
歌
会
始
の
詠
進
歌

歌
会
始
の
お
題

「春」

詠
進
要
領

一
.
お
題
は
読
み
込
ん
だ
自
作
の
短

/'¥-クゴルフ場
樹木寄贈のお願い

町民の健康増進とスポーツ振

興のEめに町内日の出地区にパ

ークゴルフ場の造成工事在行っ

ています。

秋には芝生や樹木の植樹を行

う予定ですが、より町民が親し

みやすいパ クゴルフ場とする

疋め、町民の皆様から会秋、パー

クゴルフ場に植樹する樹木の寄

贈をいだだき疋いと思います。

皆様のご協力をお願いいたし

ます。

歌
で
一
人

一
首
と
し
、
未
発
表

の
も
の

二
.
用
紙
は
、
習
字
用
の
半
紙
と
し
、

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

三
.
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
自

書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
次
に
よ
る
。

・
代
筆
に
よ
る

0

・
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
使
用
し
て
印
字
す
る
。

・
視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
に

よ
る
。

詠
進
の
期
間

9
月
初
日
ま
で
(
当
日
消
印
有
効
)

あ
て
先

〒一

0
0
0
八
一
一
一
宮
内
庁

問
合
せ
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
返

信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え

て
、
郵
送
で
9
月
初
日
ま
で

z
g一¥
¥
巧
巧
当
片
己
ロ
何
回
一
の
げ
0
・m
0
・〕ロ

¥
]己山
¥
己
]{
N
E
C
ω
・F円
H
H
己

木の種類特に限定しませんが、

運搬可能な大きさで、できる

だけ落葉樹でない樹木。

運搬万法 樹木の運搬は、町が

行います。

植樹時期 10月頃

連絡先教育委員会社会教育課

包@5511

(ご連絡いだだければ、担当者が

お宅に伺います。)

わか、家σ)1>イドIL 

申込み・問合せ

企画調整課広報広聴係

包@6980

国
民
健
康
保
険
税
の
第
1
期
納
期
限
は
7
月
幻
自
で
す
。

募
集
し
ま
す

町
立
病
院
看
護
婦

【南富良野町】 中富良野町】

:かなやま湖太陽と森と湖の祭典 : なかふらのラベンダーまつり
7 月28日(土)~29日(日)、かなやま湖キャ : 第21固なかふらのラベンダ まつりが7

ンプ場にて開催します。湖をパックに郷土 i 月 21 日(土)~22日(日)、フラワーパーク・町 : 

: 芸能、キャラクターショー、 星奈々ほかの :営ラベンダー園で開催されます。天朔・小天 : 

Iちのまねショー」、森と湖の博覧会など催 j朔の提灯御輿や花火大会、ゲ ム大会に繁 : 
:穫祭(はんかくさい)などイベントが盛り沢

. しが盛りだくさん。特に湖と周囲の山々に : 山|

: こだまする大音響の花火は迫力満点です。芙迫力の花火大会は必見です!!

;問合せ 南富良野町商工観光課 “ Z11 間合ぜ 中富良野町企画振興課 ; 
852-2112 ~広酌ワン脚 色白 844-2121 

勾巳-J....I.K主主 ..............................1 
: 【富良野市】 F、ISl‘b 【占冠村】 : 

鮮つよめ、感動を明日ヘ 森の中の秘湯

i第33回北海へそ祭り i 湯の沢温泉 i

7月27日(前夜祭)、28日、29日の 3日間、 : 深い緑に固まれた湯の沢温泉は、効能豊
: 新相生通り特設会場を中Ie，¥に盛り沢山の内

かで、とてち静かな温泉です。日頃の疲れを
容で開催されます。メインの「北海へそ踊り

:大会」は28日、29日の19時から20時30分ま i温泉と占冠村の豊かな自然のパワーで癒し

: で行われ、賞金総額150万円を目指し、各種 :ませんか。
団体が参加します。ぜひご来場ください。

山菜採りがてら、ぜひお越しください。

:問合せ 富良野市商工観光課
839-2312 問含ぜ 湯の沢温泉 856ー2311

今年の

サマージャンボ宝くじの
賞金は、 1等・前後賞合わせて 3

億円!0 2等だって 1億円!!

販売期聞は 7月16日(月)から

8月3日(金)まで

この宝くじは通販で買うこともできます。

6月の町内交通事故
発生状況

()は前年比

人身事故発生件数:4 (+3) 
死者数:0 (士 0)
傷 者数:4 (+3) 
物損件数:21 (+ 17) 
チャイルドシート・シートベルトの
着用&スピードダウンで安全運転

手えい勾句rfl，ょι固



インタピ晶ー

あ い た よ し ひ ろ

会田義寛さん
(東町4丁目)

場
所
に
捨
て
て
い
く
人
が
い
る
。
こ
の

間
も
洗
濯
機
を
沢
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま

っ
て
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
ゴ
ミ
を
捨

て
る
人
を
発
見
し
た
と
き
は
注
意
を
し

ま
す
が
、
反
抗
さ
れ
た
り
す
る
の
で
、

注
意
の
仕
方
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
高
山
植
物
に
つ
い
て
は
も
っ
と

難
し
い
。
た
だ
、
こ
う
い
っ
た
行
為
も

み
ん
な
が
自
然
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、

自
然
界
を
理
解
す
れ
ば
、
高
山
植
物
は

自
然
保
護
監
視
員
を
さ
れ
て
い
る
会

田
義
寛
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
監
視
担
当
区
域
は
十
勝
岳
温
泉

か
ら
富
良
野
岳
と
中
茶
屋
ま
で
、
昭

和
印
年
か
ら
で
す
か
ら
お
年
ず
っ
と

監
視
員
を
し
て
い
ま
す
。

九

最
近
は
昔
よ
り
ゴ
ミ
は
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
わ
ざ
わ
ざ
ゴ
ミ
を
山

ま
で
運
ん
で
き
て
器
用
に
見
え
な
い

親と子のきすな家庭教育
シリーズ (173)

手どもの叫び

/ー¥

、--

高
い
所
で
生
息
し
て
い
る
も
の
な
の
で
、

低
い
場
所
で
は
育
て
ず
ら
い
こ
と
は
考

え
れ
ば
わ
か
る
こ
と
な
の
で
す
が
・
:
。

山
で
は
、
人
に
あ
っ
た
ら
挨
拶
を
す

る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
先
日
の
山
開

き
で
挨
拶
を
し
な
い
大
人
が
多
か
っ
た

で
す
ね
。
「
知
ら
な
い
人
と
は
話
を
し

な
い
よ
う
に
」
と
い
う
教
育
を
受
け
て

き
て
い
る
か
ら
な
の
か
、
そ
ん
な
社
会

が
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。

5
月
か
ら

9
月
ご
ろ
に
は
う
ぐ
い
す

の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
、
日
月
か
ら

3
月

は
、
だ
け
か
ん
ば
に
つ
い
た
霧
氷
が
き

れ
い
で
す
。
冬
は
雪
景
色
が
す
ば
ら
し

い
で
す
よ
。

山
に
登
り
、
お
い
し
い
空
気
を
い
っ

ぱ
い
吸
っ
て
、
自
然
に
親
し
み
、
自
然

を
大
切
に
し
て
、
み
ん
な
が
自
然
を
保

護
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」龍彦d山根清富小学校長

コの力ギ

①10月から始まるのは、
0000分別。

⑤ひみつを英語で。
000レット。

⑥不平や不満のこと。
0000を聞き入れる。

⑧きまり、おきてのこと。
000をまもる。

⑪感情、感動のこと。
00きわまる。

⑫薄くて硬い、粗末なふとんのこ
と。 0000布団。

⑭力強く、どしどし進むこと。
猛進。

⑮ものごとの要領のこと。
仕事の00。

⑮故郷に帰ること

①赤い服を着た熊のキャラクター。
くまの00さん

②干菓子の一種で、穀物などの粉
を砂糖に混ぜ、型に入れて固め
たもの。 00がん。

③私法に関しておこる現象・ 事件
のこと。刑事の対義語。
000訴訟。

④陸路による運送のこと。海運・
水運の対義語。

⑤しかた、しうちゃ身ぶり、所作
のとと。女の000。

⑦ひま、いとまのこと。
00の利用。

⑨物体が同ーの状態を保ち続けよ
うとする性質、慣性のこと。今
までの勢い。

⑩たがいに顔を見知っていること。
0000がある。

⑬大小便をとるうつわのこと。
まる。

⑭ひどく不思議なこと。00不思議。

⑮多くの男性のなかに女性がひと
りまじること。 00一点。

ヨ

6月8日、大阪の小学校で起きた児童殺傷

事件。学校や地域社会の在り方が問われ、悩

みや苦しみを乗り越える「しなやかで、強い

心」の育成が一層望まれています。

「七転び八起き」、この言葉ほど人間が粘

り強く生きていく上で大切な姿勢を示してく

れる言葉はないと思います。転んでも転んで

もあきらめず、その都度起き上がり、最後に

は必ず、起き上がった姿勢になっていて、さら

に前進しようとしている姿。

今、伸び盛りの子どもにも、日常の生活の

中で様々な「転び」の体験があります。そし

てその都度「再起」の体験をしています。そ

れは貴重な人生経験でもあり、この経験が人

間を大きくしていくと思います。

こうした子どもたちにとって、今一番必要

としているものは何でしょうか。それは、人

生の先輩である保護者や地域の皆さん、そし

て私たち教師の温かい見守りと絶え間ない励

ましです。ただ単に「転ばぬ先の杖」を与え

るだけでなく、困難や苦難を乗り越える力を

付けさせたいものです。それが自立していく

子どもたちへの真の愛情だと思います。

① ロ ③ ロ
⑤ 

に 口
一「

⑥ ⑦ 

③ 

目
⑪ 

⑫ ロ
ロ ⑮ 

口
⑮ 

テの カ ギタ

口を並べてひとつの言葉をつくってください。
答えを7月31日までに役場企画調整課へご持参く
ださい@記念品を差し上げます。

答え 氏名
お

固

6月号の答えは「カンキョウノヒJでした



むとう あおぐ

武藤 仰くん

(平成7年生まれ・東9線北16号)

「お口くるくるわにさん」

工作が大好きなあおぐくん。

目をきらきらさせて楽しんで、

作っていましたね。

(橋本先生)

東

中

保

育

所

え?

くまがいきより

熊谷季代里ちゃん
(平成7年生まれ・東8線北20号)

「お口くるくるわにさん」

わにさんの背中のうろこを

上手に切ってはっていました。

かわいいわにさんができまし

たね。(橋本先生)

た
く
さ
九
の
ム宰
意
あ
り
が
と
う

3
g」い
ま
し
た

五己ぐり逢
先月号の台丸谷さんとは商工会活動

で知り合い、お世話になっているとい

う、北川さんにお逢いしましだ。

たいど【大学時代は空手をやっていまし疋。

騨道という流派の 2段です。舎は、ゴ

ルフくらいですかね。休日は、妻と 2

人でよく行きます。

最近は健康に気をつけ、自分で野菜

ジユースを作り、毎日飲んでいます。

旅行ち妻と共通の趣昧で、行きたい

ところが疋くさんありますが、なかな

か時聞がとれません。エジプトの遺跡

めぐりが一番印象に残っています。時

聞があれば、旅行を楽しみだいですね。」

と語ってくれまし走。

きた がわ あき お

北川昭雄さん
昭和25年生まれ

錦町 1丁目

社会福祉協議会へ

O宮下美容室(宮町)から、

ミチさんの死去に際して、

円を

。出倉由ーさん(新町)から、福

祉に役立ててくださいと、 3万

円を

O陸友会上富良野支部から、福祉

に役立ててくださいと、 2万円

を

O海老名代喜子さん(静修)から、

夫・庄七さんの死去に際して、

3万円を

下

万

宮

5

いが造 りをてこれぞ方苦が謝も町込平迎も町街のえベ
ま町改いま常い のでれ々労、しの者み成えて中や花ま ン 盛
すも革ますにるこ い の の い 各 て で が 数 11てなの町壇しダ夏
。行を、。思ととる事協たイいす訪 96年くし花のや た l の

町政進国 つ、がこ業力だべる。れ万観れの々家駅。の季
民改めで て心地とがでいンこ毎て人光て心が々前今観節
皆革ては い か域で達、てトと年欲並客い」美に花年光 7
様をお、 るら振す成そいでで、しの入までし花壇もシ月
の取り聖 と感興。されるごす感い来りす観くが、 日 lに
ごりま域 こ謝に 。光咲飾まのズ入
理進すなろと 役 今 客 き ら た出ンり
解め。き で敬立 ~.þ ν 年を「れ商公を

をてわ構 あ意つ ffr Ji~ ~~出お、庖園迎ラ

だでアい と加 活 F ・司[ 断てをてた総を得
き、はた町思の字 マr長尾岸孝雄 では図、い合図て
た気いだ民つ行で き、り自と計り実
い軽つけ皆て政は る 町 、 主 考画、施
とにもる様いになる皆してし感 恩て充期民市自え の 健 計
思お開よのま努く機様まいば」さつい分間と町立て具全画
つ 立いう声すめ対 会 と し た ら は て て き に を 話 村 の い現財に
てちて町を。て話を直ただく 、、いた考設し合自ま化政従
い寄い長聞 いと増接。く休次町まいえけ合併治すををつ
まりま室か き町や話町こ止号長すもてないに体。果 維 て
す い す の せ た 民しを民とさか「。の決が、対運そた持改

たのドて い参、すのにせら所 とめら判し営し し し 革

町職員人事・6月30日付退職

町民生活課

石割由紀恵

訂正とお詫び

みんなで支える介護

保険 -6頁ー図1の平成

14年度年額保険料

r18，800Jとある

のは、 r18，000J

の誤りです。

訂正してお詫びします。

ft@6980・--不在の場合がありますので、町長との日程調整は企画調整課広報広聴係まで

議定μ旬句"よt<J回
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6月30目、上富良野小学校から日の出公園に

向けて、5年生の親子遠足が行われまし疋。前

日、雨や雷が降る天候でしだが、当日はすっか

り晴れて遠足日和に芯りまし疋。

この日は、日の出公園オートキャンプ場のオ

ープ二ンゲセレモ二一の日で、センタ-ハウス

前でのテープ力ッ卜に参加しました。親子は、

コテージや力一サイトなど、施設を見学しなが

ら楽しい一日を過ごしていましだ。

F¥ 
ノ

編
集
後
記

・
オ
ー
プ
ン
し
た
日
の
出
公
園
オ
l
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
利
用
を
さ
れ
ま
す
か
?
親
戚
や
お

友
達
が
観
光
旅
行
に
:
・
そ
ん
な
時
は
コ
テ
l
ジ
が
お

す
す
め
。
木
の
ぬ
く
も
り
と
ゆ
っ
た
り
と
明
る
い
空

間
は
気
兼
ね
な
く
楽
し
い
時
聞
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
サ
イ
ト
も
充
実
、
み
ん
な
で
キ

、
ヤ
ン
プ
も
い
い
で
す
ね
。
テ
ン
ト
を
貸
し
て
く
れ
る

の
で
、
体
験
キ
ャ
ン
プ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
芝

生
広
場
で
遊
ん
だ
り
、
公
園
を
散
歩
し
た
り
、
の
ん

び
り
と
青
空
の
下
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
・
:
。
(
お
)

3
ょ
う

・
6
月
加
目
、
夕
方
の
豪
雨
が
富
と
雷
を
伴
い
激
し

く
降
っ
た
。
落
雷
に
よ
る
浄
水
場
計
装
設
備
の
故
障
、

雨
に
よ
る
土
砂
流
出
、
電
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害

が
出
た
。
-
晴
れ
た
日
が
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
続
い
て

お
り
「
雨
が
降
ら
な
い
か
な
あ
」
と
岡
崎
っ
て
い
た
人

が
多
か
っ
た
頃
、

1
時
間
に
お
ミ
リ
も
降
り
、
そ
の

後
も
雨
の
日
が
断
続
的
に
続
い
て
い
る
た
め
、
「
も

う
、
雨
は
い
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
人
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間
っ
て
、
わ
が
ま
ま
な

生

き

も

の

で

す

ね

。

(

い

)

)は前月比

( -15) 

( -19) 

(+ 4) 

(-20) 

人のうごき

12，898 

6，542 

6，356 

5，289 

口

男

女

帯

人

世

平成13年 6月30日現在
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